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(57)【要約】
【課題】装置の個体毎に異なる、撮影光学系の撮影画面
内の位置に応じて生じる合焦距離のずれを考慮してマル
チＡＦ機能を正確に実行する。
【解決手段】合焦位置を移動させるフォーカスレンズを
含む光学レンズユニット11と、光学レンズユニット11か
ら得る被写体像を撮像面に照射して画像信号を出力する
ＣＭＯＳイメージセンサ12と、撮像面に照射される被写
体像中の複数の位置毎に、等距離にある被写体像撮影時
の基準位置での合焦状態との合焦誤差を予め記憶したプ
ログラムメモリ23と、撮像面に照射される被写体像中の
複数の位置の各合焦位置を判定し、プログラムメモリ23
の記憶内容に基づいて判定結果を補正し、補正した判定
結果に基づいて光学レンズユニット11のフォーカスレン
ズの移動位置を決定するＣＰＵ21とを備える。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　合焦位置を移動させるフォーカスレンズを含む撮影レンズ光学系と、
　上記撮影レンズ光学系から得る被写体像を撮像面に照射して画像信号を出力する撮像素
子と、
　上記撮像面に照射される被写体像中の複数の位置毎に、等距離にある被写体像撮影時の
基準位置での合焦状態との合焦誤差を予め記憶した合焦誤差記憶手段と、
　上記撮像面に照射される被写体像中の複数の位置の各合焦位置を判定する合焦判定手段
と、
　上記合焦誤差記憶手段が記憶する内容に基づいて上記合焦判定手段の判定結果を補正す
る補正手段と、
　上記補正手段で補正した上記合焦判定手段での判定結果に基づいて上記撮影レンズ光学
系のフォーカスレンズの移動位置を決定する合焦制御手段と
を具備したことを特徴とする撮像装置。
【請求項２】
　上記撮影レンズ光学系は、焦点距離を移動させるズームレンズ及び開口絞りを含み、
　上記合焦誤差記憶手段は、上記ズームレンズによる複数の焦点距離、及び上記開口絞り
による複数の絞り値とに応じて上記撮像面に照射される被写体像中の複数の位置毎に合焦
誤差を予め記憶し、
　上記撮影レンズ光学系のズームレンズの焦点距離及び開口絞りの絞り値を検出する検出
手段をさらに具備し、
　上記補正手段は、上記検出手段で検出したズームレンズの焦点距離及び開口絞りの絞り
値とを用いて上記合焦誤差記憶手段を参照し、上記合焦判定手段での判定結果を補正する
ことを特徴とする請求項１記載の撮像装置。
【請求項３】
　合焦位置を移動させるフォーカスレンズを含む撮影レンズ光学系、及び上記撮影レンズ
光学系から得る被写体像を撮像面に照射して画像信号を出力する撮像素子を備えた装置で
の撮像方法であって、
　上記撮像面に照射される被写体像中の複数の位置毎に、等距離にある被写体像撮影時の
基準位置での合焦状態との合焦誤差を予め記憶しておく合焦誤差記憶工程と、
　上記撮像面に照射される被写体像中の複数の位置の各合焦位置を判定する合焦判定工程
と、
　上記合焦誤差記憶工程で記憶する内容に基づいて上記合焦判定工程での判定結果を補正
する補正工程と、
　上記補正工程で補正した上記合焦判定工程の判定結果に基づいて上記撮影レンズ光学系
のフォーカスレンズの移動位置を決定する合焦制御工程と
を有したことを特徴とする撮像方法。
【請求項４】
　合焦位置を移動させるフォーカスレンズを含む撮影レンズ光学系、及び上記撮影レンズ
光学系から得る被写体像を撮像面に照射して画像信号を出力する撮像素子を備えた装置が
内蔵したコンピュータが実行するプログラムであって、
　上記コンピュータを、
　上記撮像面に照射される被写体像中の複数の位置毎に、等距離にある被写体像撮影時の
基準位置での合焦状態との合焦誤差を予め記憶しておく合焦誤差記憶手段、
　上記撮像面に照射される被写体像中の複数の位置の各合焦位置を判定する合焦判定手段
、
　上記合焦誤差記憶手段で記憶する内容に基づいて上記合焦判定手段の判定結果を補正す
る補正手段、及び
　上記補正手段で補正した上記合焦判定手段の判定結果に基づいて上記撮影レンズ光学系
のフォーカスレンズの移動位置を決定する合焦制御手段
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として機能させることを特徴とするプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、撮影する画像中の複数のエリアを測距してＡＦ（自動合焦）機能を実行する
デジタルカメラに好適な撮像装置、撮像方法及びプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　撮影画面内に複数のＡＦエリアを設け、各ＡＦエリアで合焦した結果に基づいて最終的
な合焦位置を決定するような、マルチＡＦ機能を持つカメラが一般に商品化されている。
また、この種のマルチＡＦ機能を持つカメラにおいて、本来の合焦位置を基準として焦点
位置を変更しながら、当該変更された相異なる複数の焦点位置において被写体像を撮像し
て得た画像データを保存用画像データとして取得するような、合焦距離に関するオートブ
ラケット機能を実行する技術が考えられる。（例えば、特許文献１）
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１０－１２８０１８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、撮影画面内のどの位置でも距離が等しいような平坦な被写体をＡＦ機能を用
いて撮影する場合を考えると、撮影画面の中央で正確に合焦していたとしても、カメラの
個体が有している光学レンズ系の特性や、撮像素子の取付け角度の誤差等によっては、画
面内の例えば左上側で本来の合焦位置より遠く、右下側で本来の合焦位置より近くなる、
というように、画面内の位置によっては正確な合焦距離がずれるという事態が生じ得る。
【０００５】
　したがって、このように撮影画面内の複数の位置で正確な合焦距離がずれているカメラ
では、上記マルチＡＦ機能により撮影画面内の複数のＡＦエリアの合焦を行なって最終的
な合焦位置を決定するものとした場合、各ＡＦエリア毎に基準がずれた状態となっている
ために正確な決定を行なうことができず、本来であれば選択しないＡＦエリアを誤って選
択して撮影を実行することも考えられる。
【０００６】
　この点で上記特許文献に記載された技術を応用した場合、撮影光学系が潜在的に有して
いるＡＦエリア毎の合焦距離のずれ量と、装置が意図的に変更して撮像する際の合焦距離
の変更量とが必ずしも一致するとは考えられず、正しい合焦距離での撮像が実行されない
可能性が高い。一方で、ブラケット撮影により主要被写体に対して合焦していない画像が
確実に存在するため、撮像で取得した画像データを保存するための媒体の容量を大幅に無
駄に使用するなど、撮影画面内で正確な合焦距離がずれているカメラ対処できない。
【０００７】
　本発明は上記のような実情に鑑みてなされたもので、その目的とするところは、装置の
個体毎に異なる、撮影光学系の撮影画面内の位置に応じて生じる合焦距離のずれを考慮し
てマルチＡＦ機能を正確に実行することが可能な撮像装置、撮像方法及びプログラムを提
供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の一態様は、合焦位置を移動させるフォーカスレンズを含む撮影レンズ光学系と
、上記撮影レンズ光学系から得る被写体像を撮像面に照射して画像信号を出力する撮像素
子と、上記撮像面に照射される被写体像中の複数の位置毎に、等距離にある被写体像撮影
時の基準位置での合焦状態との合焦誤差を予め記憶した合焦誤差記憶手段と、上記撮像面
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に照射される被写体像中の複数の位置の各合焦位置を判定する合焦判定手段と、上記合焦
誤差記憶手段が記憶する内容に基づいて上記合焦判定手段の判定結果を補正する補正手段
と、上記補正手段で補正した上記合焦判定手段での判定結果に基づいて上記撮影レンズ光
学系のフォーカスレンズの移動位置を決定する合焦制御手段とを具備したことを特徴とす
る。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、装置の個体毎に異なる、撮影光学系の撮影画面内の位置に応じて生じ
る合焦距離のずれを考慮してマルチＡＦ機能を正確に実行することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の一実施形態に係るデジタルカメラの機能回路の概略構成を示すブロック
図。
【図２】同実施形態に係るマルチＡＦエリア毎の合焦距離のずれ量と補正の関係を示す図
。
【図３】同実施形態に係るプログラムメモリに予め記憶された、ＡＦエリア補正テーブル
の構成を例示する図。
【図４】同実施形態に係る撮影モードでの静止画像撮影の処理内容を示すフローチャート
。
【図５】同実施形態に係るマルチＡＦエリア毎の合焦距離の補正動作を示す図。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、本発明をデジタルカメラに適用した場合の一実施形態について図面を参照して説
明する。
【００１２】
　図１は、本実施形態に係るデジタルカメラ１０の回路構成を示すものである。同図では
、カメラ筐体の前面に配設される光学レンズユニット１１を介して、撮像素子、例えばＣ
ＭＯＳイメージセンサ１２の撮像面上に被写体の光像を入射して結像させる。
【００１３】
　スルー画像表示、あるいはライブビュー画像表示とも称されるモニタリング状態では、
このＣＭＯＳイメージセンサ１２での撮像により得た画像信号をＡＧＣ・Ａ／Ｄ変換部１
３に送り、相関二乗サンプリングや自動ゲイン調整、Ａ／Ｄ変換処理を実行してデジタル
化する。このデジタル値の画像データはシステムバスＳＢを介してバッファメモリ１４に
保持される。
【００１４】
　このバッファメモリ１４に保持された画像データに対して、画像処理部１５が適宜必要
な画像処理を施す。画像処理部１５では、バッファメモリ１４が保持する、上記ＣＭＯＳ
イメージセンサ１２が備えるベイヤー配列のカラーフィルタの構成に応じた画像データに
対してデジタル現像処理、具体的には画素補間処理、ガンマ補正処理、マトリックス演算
等のデモザイク処理を施すことで、輝度色差系（ＹＵＶ）の画像データに変換する。
【００１５】
　画像処理部１５は、現像後の画像データから表示用に画素数及び階調ビットを大幅に減
じた画像データを作成し、システムバスＳＢを介して表示部１６へ送る。表示部１６では
、送られてきた画像データに基づいてスルー画像を表示する。
【００１６】
　この表示部１６は、例えばバックライト付きのカラー液晶パネルとそのコントローラと
で構成される。この表示部１６の画面上部に一体にして透明導電膜を用いたタッチパネル
部１７が構成される。
【００１７】
　このタッチパネル部１７でユーザが手指等で表面をタッチ操作すると、タッチパネル部
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１７では操作座標の位置を算出し、算出した座標信号を上記システムバスＳＢを介して後
述するＣＰＵ２１に送出する。
【００１８】
　また、上記光学レンズユニット１１と同じくカメラ筐体前面には、マイクロホン１８が
配設され、被写体方向の音声が入力される。マイクロホン１８は入力した音声を電気信号
化し、音声処理部１９へ出力する。
【００１９】
　音声処理部１９は、音声単体での録音時、音声付き静止画像撮影時、及び動画像の撮影
時にマイクロホン１８から入力する音声信号をデジタルデータ化する。さらに音声処理部
１９は、デジタル化した音声データの音圧レベルを検出する一方で、該音声データを所定
のデータファイル形式、例えばＡＡＣ（ｍｏｖｉｎｇ　ｐｉｃｔｕｒｅ　ｅｘｐｅｒｔｓ
　ｇｒｏｕｐ－４　Ａｄｖａｎｃｅｄ　Ａｕｄｉｏ　Ｃｏｄｉｎｇ）形式でデータ圧縮し
て音声データファイルを作成し、後述する記録媒体へ送出する。
【００２０】
　加えて音声処理部１９は、ＰＣＭ音源等の音源回路を備え、音声の再生時に送られてく
る音声データファイルの圧縮を解いてアナログ化し、このデジタルカメラ１０の筐体背面
側に設けられるスピーカ２０を駆動して、拡声放音させる。
【００２１】
　以上の回路をＣＰＵ２１が統括して制御する。このＣＰＵ２１は、メインメモリ２２、
プログラムメモリ２３と直接接続される。メインメモリ２２は、例えばＳＲＡＭで構成さ
れ、ワークメモリとして機能する。プログラムメモリ２３は、例えばフラッシュメモリな
どの電気的に書換可能な不揮発性メモリで構成され、後述するマルチＡＦ制御動作を含む
各種動作プログラムやデータ、後述するＡＦエリア補正テーブル等を固定的に記憶する。
【００２２】
　ＣＰＵ２１はプログラムメモリ２３から必要なプログラムやデータ等を読出し、メイン
メモリ２２に適宜一時的に展開記憶させながら、このデジタルカメラ１０全体の制御動作
を実行する。
【００２３】
　さらに上記ＣＰＵ２１は、キー操作部２４から直接入力される各種キー操作信号、及び
上記タッチパネル部１７からのタッチ操作に応じた座標信号に対応して制御動作を実行す
る。
【００２４】
　キー操作部２４は、例えば電源キー、シャッタレリーズキー、ズームアップ／ダウンキ
ー、撮影モードキー、再生モードキー、メニューキー、カーソル（「↑」「→」「↓」「
←」）キー、セットキー、解除キー、ディスプレイキー等を備える。
【００２５】
　ＣＰＵ２１は、システムバスＳＢを介して上記ＡＧＣ・Ａ／Ｄ変換部１３、バッファメ
モリ１４、画像処理部１５、表示部１６、タッチパネル部１７、及び音声処理部１９の他
、さらにレンズ駆動部２５、フラッシュ駆動部２６、イメージセンサ（ＩＳ）駆動部２７
、及びメモリカードコントローラ２８と接続される。
【００２６】
　レンズ駆動部２５は、ＣＰＵ２１からの制御信号を受けてレンズ用ＤＣモータ（Ｍ）２
９の回転を制御し、上記光学レンズユニット１１を構成する複数のレンズ群中の一部、具
体的にはズームレンズ及びフォーカスレンズの位置と、開口絞りの開口度合をそれぞれ個
別に制御させる。
【００２７】
　フラッシュ駆動部２６は、静止画像撮影時にＣＰＵ２１からの制御信号を受けて複数の
白色高輝度ＬＥＤで構成されるフラッシュ部３０を撮影タイミングに同期して点灯駆動す
る。
【００２８】
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　イメージセンサ駆動部２７は、その時点で設定されている撮影条件等に応じて上記ＣＭ
ＯＳイメージセンサ１２の走査駆動を行なう。
【００２９】
　上記画像処理部１５は、上記キー操作部２４のシャッタレリーズキー操作に伴う画像撮
影時に、ＡＧＣ・Ａ／Ｄ変換部１３から送られてきてバッファメモリ１４に保持される画
像データをデモザイク処理し、さらに所定のデータファイル形式、例えばＪＰＥＧ（Ｊｏ
ｉｎｔ　Ｐｈｏｔｏｇｒａｐｈｉｃ　Ｅｘｐｅｒｔｓ　Ｇｒｏｕｐ）であればＤＣＴ（離
散コサイン変換）やハフマン符号化等のデータ圧縮処理を施してデータ量を大幅に削減し
た画像データファイルを作成する。作成した画像データファイルはシステムバスＳＢ、メ
モリカードコントローラ２８を介してメモリカード３１に記録される。
【００３０】
　また画像処理部１５は、再生モード時にメモリカード３１からメモリカードコントロー
ラ２８を介して読出されてくる画像データをシステムバスＳＢを介して受取り、バッファ
メモリ１４に保持させた上で、このバッファメモリ１４に保持させた画像データを記録時
とは逆の手順で圧縮を解く伸長処理により元のサイズの画像データを得、得た画像データ
のデータ量を減じた後にシステムバスＳＢを介して表示部１６で表示させる。　
　メモリカードコントローラ２８は、カードコネクタ３２を介してメモリカード３１と接
続される。メモリカード３１は、このデジタルカメラ１０に着脱自在に装着され、このデ
ジタルカメラ１０の記録媒体となる画像データ等の記録用メモリであり、内部には不揮発
性メモリであるフラッシュメモリと、その駆動回路とが設けられる。
【００３１】
　次に上記実施形態の動作について説明する。　
　なお、具体的な動作に先立って、本実施形態におけるマルチＡＦエリア毎の合焦距離の
ずれ量と補正の基本概念について説明しておく。
【００３２】
　図２は、マルチＡＦエリア毎の合焦距離のずれ量と補正の関係を示す図である。本実施
形態では、マルチＡＦエリアが図示する如く撮影画面の略中央に縦３×横３の計９個の枠
で形成されている場合について説明する。
【００３３】
　最も標準的な焦点距離及び絞り値、被写体までの距離において、いずれも本来は合焦距
離が等しい平板な被写体、例えば垂直な壁面に対し、撮影光軸が該壁面と直交するように
このデジタルカメラ１０を水平に構えてマルチＡＦ機能で被写体までの測距を実行したも
のとする。このとき、中央に位置するフォーカスエリアＥでの合焦距離、すなわち光学レ
ンズユニット１１内のフォーカスレンズの駆動ステップ位置を基準位置である「０」とし
た場合の、他のフォーカスエリアＡ～Ｄ，Ｆ～Ｉでの合焦距離のずれ量（フォーカスレン
ズの駆動ステップ数）を図２（Ａ）に示す。このずれ量は、カメラの個体毎に、光学レン
ズ系の特性、撮像素子の実装取付け角度等の誤差によって異なる値となる。
【００３４】
　一般にフォーカスレンズは、レンズ光軸上で最も撮像素子寄りにある位置が無限遠「∞
」、最も被写体寄りにある位置がマクロ側の最短撮影距離となり、ＡＦ時は無限遠位置か
ら合焦位置のサーチを開始する。
【００３５】
　したがって、例えばフォーカスエリアＡでは焦点距離のずれ量が「＋４」となっている
ので、基準となるフォーカスエリアＥよりも４ステップ分だけ近い方向の距離で合焦が得
られていることになる。反対に、フォーカスエリアＡと対角上にあるフォーカスエリアＩ
では焦点距離のずれ量が「－３」となっているので、基準となるフォーカスエリアＥより
も３ステップ分だけ遠い方向の距離で合焦が得られていることになる。
【００３６】
　このように各フォーカスエリアの位置に応じて焦点距離のずれ量が生じている場合、そ
のままでは本来の正確な合焦距離を得ることができないため、予め各フォーカスエリアＡ
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～Ｄ，Ｆ～Ｉ用に上記図２（Ａ）で示したずれ量と符号を反転した数値を補正値として保
持していれば、得られた合焦距離に該補正値を加算することで、正しい合焦距離を得るこ
とができることになる。図２（Ｂ）は、上記各フォーカスエリア毎のずれ量を相殺するべ
く、予め用意される補正値を示す。
【００３７】
　なお、上記説明した原理とは異なり、実際のデジタルカメラでは焦点距離及び絞り値に
よっても各フォーカスエリアのずれ量が異なるので、焦点距離及び絞り値に対応したフォ
ーカスエリア毎の補正値を予め記憶しておく必要がある。
【００３８】
　図３は、本実施形態に係るプログラムメモリ２３に工場出荷前の生産工程で検査結果に
応じて予め記憶された、ＡＦエリア補正テーブルの構成を例示するものである。図３（Ａ
）は各フォーカスエリアの識別位置を示す。
【００３９】
　図３（Ｂ）が当該ＡＦエリア補正テーブルの構成を示す。本紙実施形態では説明を容易
にするため、例えば光学レンズユニット１１が３５［ｍｍ］フィルムカメラの焦点距離に
換算して２８［ｍｍ］～１３５［ｍｍ］の約４．８倍の光学ズーム機能を有し、焦点距離
２８［ｍｍ］～３５［ｍｍ］での広角系の焦点距離時の開放絞り値が「Ｆ２．８」、それ
以上の標準系乃至望遠系１３５［ｍｍ］の焦点距離時の開放絞り値が「Ｆ４」であるもの
として、各焦点距離及び絞り値に対応してフォーカスエリア毎の補正値を予めメモリカー
ドコントローラ２８にテーブル化して記憶しておく。
【００４０】
　なお、上記図３（Ｂ）では、焦点距離が２８［ｍｍ］、３５［ｍｍ］、５０［ｍｍ］、
８５［ｍｍ］、及び１３５［ｍｍ］で、絞り値が「Ｆ２．８」「Ｆ４」「Ｆ８」及び「Ｆ
１１」である場合のテーブルについて例示しているが、焦点距離及び絞り値、共にそれぞ
れの中間値に対応する補正値に関しても、より容量の大きなテーブルを用いて記憶してお
くものとしても良いし、または線形補間演算によりその都度、算出するものとしても良い
。
【００４１】
　次に撮影モード下で静止画像の撮影を行なう場合の動作について説明する。　
　以下に示す動作は、静止画像を撮影するためにＣＰＵ２１が実行する処理内容を示すも
ので、ＣＰＵ２１はプログラムメモリ２３に記憶されている動作プログラムやデータを読
出してメインメモリ２２に展開して記憶させた上で実行するものである。
【００４２】
　プログラムメモリ２３に記憶されている動作プログラム等は、このデジタルカメラ１０
の製造工場出荷時にプログラムメモリ２３に記憶されていたものに加え、例えばこのデジ
タルカメラ１０のバージョンアップに際して、デジタルカメラ１０をパーソナルコンピュ
ータと接続することにより外部から新たな動作プログラム、データ等をダウンロードして
記憶するものも含む。
【００４３】
　なお、上記キー操作部２４のシャッタレリーズキーは、２段階の操作ストロークを有し
、全体ストロークの１／２程度を押圧する第１段階の押圧操作、所謂「半押し」操作によ
ってＡＦ及びＡＥ（自動露出）の各状態をロックし、その状態から全ストロークを押圧す
る第２段階の押圧操作、所謂「全押し」操作によって、撮影と記録とを実行するものとす
る。
【００４４】
　図４は、上述した如く、静止画像の撮影モード下での処理内容を示す。　
　その当所にＣＰＵ２１は、ＣＭＯＳイメージセンサ１２の撮像面で結像される被写体像
中の複数のエリアで夫々合焦状態が得られるように、バッファメモリ１４に保持される画
像データ中の当該エリア内のコントラスト評価値がそれぞれ最大となるように、レンズ駆
動部２５、レンズ用ＤＣモータ２９により光学レンズユニット１１内のフォーカスレンズ
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位置を制御させる（ステップＳ１０１）。
【００４５】
　図５（Ａ）は、上記ステップＳ１０１の処理により得られた、全フォーカスエリアＡ～
Ｉでの合焦距離を表すフォーカスレンズの駆動ステップ数の例である。ここでは、例えば
光学レンズユニット１１のフォーカスレンズの全工程を２４０ステップとし、各エリアと
も全工程中の略中央で合焦している状態を示す。
【００４６】
　この場合、上述した如く、ステップ数の最小値「０」が無限遠、最大値「２３９」が最
短撮影距離となり、数値が大きいほどそのエリアの被写体がデジタルカメラ１０の近くに
位置することとなる。
【００４７】
　したがって、上記図５（Ａ）に示した合焦結果においては、フォーカスエリア「Ａ」の
値が最も大きく、合焦距離の補正を行なわないのであれば、最近位置にある被写体に合焦
するため、フォーカスエリア「Ａ」で合焦出力した状態での撮影を実行することとなる。
【００４８】
　上記ステップＳ１０１での処理後、ＣＰＵ２１は続いてＡＥ処理を実行し、その時点で
選択されている露出プログラム線図にしたがって最適なシャッタ速度と絞り値とを設定す
る（ステップＳ１０２）。
【００４９】
　このときＣＰＵ２１は、イメージセンサ駆動部２７によりＣＭＯＳイメージセンサ１２
からの電荷読出のタイミングを上記設定したシャッタ速度に合致させる一方で、光学レン
ズユニット１１の開口絞りを上記設定した絞り値に合わせるようレンズ駆動部２５、レン
ズ用ＤＣモータ２９を介して駆動制御する。
【００５０】
　ＣＰＵ２１は、直前のステップＳ１０１で得た全フォーカスエリアＡ～Ｉでの合焦距離
と、直前のステップＳ１０２で設定した開口絞りの絞り値、及びその時点で設定されてい
る光学レンズユニット１１のズームレンズ位置（焦点距離）とにより、上記図４（Ｂ）で
示したＡＦエリア補正テーブルから各フォーカスエリア毎の補正値を読出して、上記全フ
ォーカスエリアＡ～Ｉでの合焦距離を補正する（ステップＳ１０３）。
【００５１】
　図５（Ｂ）は、上記ＡＦエリア補正テーブルから読出した、フォーカスエリア毎の補正
値を例示する。
【００５２】
　したがって、補正後の全フォーカスエリアＡ～Ｉでの合焦距離は図５（Ｃ）に示すよう
な内容となり、この内容に従って合焦すべきエリアを選択する。この図５（Ｂ）では、上
記図５（Ａ）での選択結果とは異なり、フォーカスエリア「Ｉ」の値が最も大きく、撮影
画像全体をフォーカスエリア「Ｉ」の値の合焦距離に設定することで、最近位置にある被
写体に合焦可能となる。
【００５３】
　こうして合焦距離を補正した状態で得られる画像を上記ＣＭＯＳイメージセンサ１２よ
り取得し、画像処理部１５でスルー画像として表示させる（ステップＳ１０４）。
【００５４】
　このスルー画像の表示状態で、ＣＰＵ２１はキー操作部２４のシャッタレリーズキーが
半押し操作されたか否かを判断する（ステップＳ１０５）。該シャッタレリーズキーが半
押し操作され廷内と判断するとＣＰＵ２１は、次にキー操作部２４のズームキー操作によ
り光学レンズユニット１１での焦点距離を可変するキー操作がなされたか否かを判断する
（ステップＳ１０６）。ここでズームキーは操作されていないと判断すると、上記ステッ
プＳ１０１からの処理に戻る。
【００５５】
　こうして上記ステップＳ１０１～Ｓ１０６の処理を繰返し実行し、マルチＡＦ機能によ
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るフォーカス制御を実行しながらスルー画像を表示し、シャッタレリーズキーが半押し操
作されるか、ズームキーが操作されるのを待機する。
【００５６】
　ズームキーの操作がなされた場合、上記ステップＳ１０６でそれを判断したＣＰＵ２１
は、レンズ駆動部２５、レンズ用ＤＣモータ２９により光学レンズユニット１１のズーム
レンズ位置を操作された内容に従って移動させ、光学レンズユニット１１による焦点距離
を可変設定した後（ステップＳ１０７）、上記ステップＳ１０１からの処理に戻る。
【００５７】
　また、上記スルー画像を表示した待機時世でキー操作部２４のシャッタレリーズキーが
半押し操作されると、ＣＰＵ２１は上記ステップＳ１０５でそれを判断し、その時点で設
定されているＡＦ状態及びＡＥ処理のシャッタ速度及び絞り値をロックする（ステップＳ
１０８）。
【００５８】
　このＡＦ及びＡＥのロック状態でＣＰＵ２１は、さらにシャッタレリーズキーが全押し
操作されたか否かを判断し（ステップＳ１０９）、全押し操作されていなければ、まだシ
ャッタレリーズキーの半押し操作が維持されているか否かを判断する（ステップＳ１１０
）。
【００５９】
　ここでシャッタレリーズキーの半押し操作が維持されていれば、上記ステップＳ１０９
からの処理に戻る。
【００６０】
　こうしてステップＳ１０９，Ｓ１１０を繰返し実行することで、ＣＰＵ２１はシャッタ
レリーズキーの半押し操作状態で、全押し操作がなされるか、半押し操作が解除されるの
を待機する。
【００６１】
　シャッタレリーズキーの半押し操作が解除された場合、ＣＰＵ２１は上記ステップＳ１
１０でそれを判断し、それまでロックしていたＡＦ状態及びＡＥ処理のシャッタ速度及び
絞り値を解除した上で（ステップＳ１１１）、再びシャッタレリーズキーが半押し操作さ
れるのを待機するべく、上記ステップＳ１０１からの処理に戻る。
【００６２】
　また、シャッタレリーズキーが全押し操作された場合、ＣＰＵ２１は上記ステップＳ１
０９でそれを判断し、その時点でロックされているＡＦ及びＡＥの条件を含む撮影条件で
撮影動作を実行する（ステップＳ１１２）。
【００６３】
　ＣＰＵ２１の制御の下に画像処理部１５は、撮影により得た画像データを記録用に圧縮
した画像データファイルを作成し、作成した画像データファイルをシステムバスＳＢ、メ
モリカードコントローラ２８を介してメモリカード３１に記録させ（ステップＳ１１３）
、以上で一連の静止画像の撮影と記録に係る処理を一旦終了して、次の撮影に備えるべく
上記ステップＳ１０１からの処理に戻る。
【００６４】
　以上詳述した如く本実施形態によれば、デジタルカメラ１０の個体毎に異なる、撮影光
学系の撮影画面内の位置に応じて生じる合焦距離のずれを考慮してそれを補正することに
より、マルチＡＦ機能を正確に実行することが可能となる。
【００６５】
　また特に上記実施形態では、光学レンズユニット１１が焦点距離を移動させるズームレ
ンズ及び開口絞りを含むものとして、ズームレンズによる焦点距離、開口絞りによる絞り
値とを考慮した上で合焦距離のズレを補正するものとしたので、被写界深度の変化も勘案
した上で、より正確にマルチＡＦ機能を実行させることが可能となる。
【００６６】
　なお上記実施形態では、マルチＡＦ機能で用いるフォーカスエリアが、例えば図２、図
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３、図５で示したように撮影画面の略中央に縦３×横３の計９個の枠で形成されている場
合について説明したが、本発明はこれに限ることなく、より多数のフォーカスエリアにも
適用可能である。例えば現状でも、よりハイエンドの一眼レフ式デジタルカメラでは、２
０点乃至３０点程度のフォーカスエリアを設定しているものがあり、本発明はそのような
デジタルカメラに対しても同様に適用可能である。
【００６７】
　またレンズ交換式のカメラシステムでは、カメラ本体側の機種によってマルチＡＦエリ
アの数や配置が異なる。そのため、交換レンズ側ではレンズマウント位置までの合焦距離
のずれ量を焦点距離及び絞り値毎に撮影画面内の分布としてマップ化したデータを記憶す
る一方で、カメラ本体ではレンズマウント位置から撮像素子までの合焦距離のずれ量をフ
ォーカスエリア毎に記憶する。カメラ本体では、装着された交換レンズが記憶しているデ
ータマップから、当該カメラのフォーカスエリア位置に該当するずれ量を必要により補間
演算を行なうなどして算出することで、自機が記憶しているレンズマウント位置から撮像
素子までの合焦距離のずれ量と各フォーカスエリア毎に加算することで、結果としてその
時点での撮影光学系レンズから撮像素子に至るフォーカスエリア毎の合焦距離のずれ量を
取得することができる。
【００６８】
　その他、本発明は上述した実施形態に限定されるものではなく、実施段階ではその要旨
を逸脱しない範囲で種々に変形することが可能である。また、上述した実施形態で実行さ
れる機能は可能な限り適宜組み合わせて実施しても良い。上述した実施形態には種々の段
階が含まれており、開示される複数の構成要件による適宜の組み合せにより種々の発明が
抽出され得る。例えば、実施形態に示される全構成要件からいくつかの構成要件が削除さ
れても、効果が得られるのであれば、この構成要件が削除された構成が発明として抽出さ
れ得る。
【００６９】
　以下に、本願出願の当所の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。　
　請求項１記載の発明は、合焦位置を移動させるフォーカスレンズを含む撮影レンズ光学
系と、上記撮影レンズ光学系から得る被写体像を撮像面に照射して画像信号を出力する撮
像素子と、上記撮像面に照射される被写体像中の複数の位置毎に、等距離にある被写体像
撮影時の基準位置での合焦状態との合焦誤差を予め記憶した合焦誤差記憶手段と、上記撮
像面に照射される被写体像中の複数の位置の各合焦位置を判定する合焦判定手段と、上記
合焦誤差記憶手段が記憶する内容に基づいて上記合焦判定手段の判定結果を補正する補正
手段と、上記補正手段で補正した上記合焦判定手段での判定結果に基づいて上記撮影レン
ズ光学系のフォーカスレンズの移動位置を決定する合焦制御手段とを具備したことを特徴
とする。
【００７０】
　請求項２記載の発明は、上記請求項１記載の発明において、上記撮影レンズ光学系は、
焦点距離を移動させるズームレンズ及び開口絞りを含み、上記合焦誤差記憶手段は、上記
ズームレンズによる複数の焦点距離、及び上記開口絞りによる複数の絞り値とに応じて上
記撮像面に照射される被写体像中の複数の位置毎に合焦誤差を予め記憶し、上記撮影レン
ズ光学系のズームレンズの焦点距離及び開口絞りの絞り値を検出する検出手段をさらに具
備し、上記補正手段は、上記検出手段で検出したズームレンズの焦点距離及び開口絞りの
絞り値とを用いて上記合焦誤差記憶手段を参照し、上記合焦判定手段での判定結果を補正
することを特徴とする。
【００７１】
　請求項３記載の発明は、合焦位置を移動させるフォーカスレンズを含む撮影レンズ光学
系、及び上記撮影レンズ光学系から得る被写体像を撮像面に照射して画像信号を出力する
撮像素子を備えた装置での撮像方法であって、上記撮像面に照射される被写体像中の複数
の位置毎に、等距離にある被写体像撮影時の基準位置での合焦状態との合焦誤差を予め記
憶しておく合焦誤差記憶工程と、上記撮像面に照射される被写体像中の複数の位置の各合
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焦位置を判定する合焦判定工程と、上記合焦誤差記憶工程で記憶する内容に基づいて上記
合焦判定工程での判定結果を補正する補正工程と、上記補正工程で補正した上記合焦判定
工程の判定結果に基づいて上記撮影レンズ光学系のフォーカスレンズの移動位置を決定す
る合焦制御工程とを有したことを特徴とする。
【００７２】
　請求項４記載の発明は、合焦位置を移動させるフォーカスレンズを含む撮影レンズ光学
系、及び上記撮影レンズ光学系から得る被写体像を撮像面に照射して画像信号を出力する
撮像素子を備えた装置が内蔵したコンピュータが実行するプログラムであって、上記コン
ピュータを、上記撮像面に照射される被写体像中の複数の位置毎に、等距離にある被写体
像撮影時の基準位置での合焦状態との合焦誤差を予め記憶しておく合焦誤差記憶手段、上
記撮像面に照射される被写体像中の複数の位置の各合焦位置を判定する合焦判定手段、上
記合焦誤差記憶手段で記憶する内容に基づいて上記合焦判定手段の判定結果を補正する補
正手段、及び上記補正手段で補正した上記合焦判定手段の判定結果に基づいて上記撮影レ
ンズ光学系のフォーカスレンズの移動位置を決定する合焦制御手段として機能させること
を特徴とする。
【符号の説明】
【００７３】
　１０…デジタルカメラ、１１…光学レンズユニット、１２…ＣＭＯＳイメージセンサ、
１３…ＡＧＣ・Ａ／Ｄ変換部、１４…バッファメモリ、１５…画像処理部、１６…表示部
、１７…タッチパネル部、１８…マイクロホン、１９…音声処理部、２０…スピーカ、２
１…ＣＰＵ、２２…メインメモリ、２３…プログラムメモリ、２４…キー操作部、２５…
レンズ駆動部、２６…フラッシュ駆動部、２７…イメージセンサ（ＩＳ）駆動部、２８…
メモリカードコントローラ、２９…レンズ用ＤＣモータ（Ｍ）、３０…フラッシュ部、３
１…メモリカード、３２…カードコネクタ、ＳＢ…システムバス。

【図１】 【図２】
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